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研究成果の概要： 

今昔物語集の諸本のうち、江戸末期に多く書写された流布本系について、未紹介本今昔物

語集や古本系でありながら流布本系に変容しつつある本を視野に入れつつ、総合的にその営

みの意味について考察した。その結果、校訂を目指す諸本と忠実に写すことを目的とする諸

本の二様が存在し、それらが古い形態と新しい形態を混在させる要因になっていることが判

明した。また、現在の諸本の原本とみなされる鈴鹿本の残る巻では、あまり全巻にゆれがみ

られないことなどが明らかとなった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 900,000 0 900,000 

2006 年度 600,000 0 600,000 

2007 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

  年度  

総 計 3,100,000 480,000 3,580,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・日本文学 
キーワード：今昔物語集 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
日本の説話文学会では、未紹介本の発見が相
次ぎ、一方で、古い本、新しい本にこだわら
ず、写本の一本一本の生成の現場を再現する
ことが学会の大きな流れとなっている。本研
究は、未紹介本の本文研究も含んでおり、そ
れによって、従来、意味の通らなかった今昔
物語集の本文をただすことのできる可能性
をもっている。また、今昔物語集の諸本につ
いて、文庫間のネットワークとの関係を明ら
かにすることは、今昔物語集写本一本一本の

生成の現場を再現するということであり、そ
れは学会の大きな流れと一致するものであ
った。 
 
２．研究の目的 
 
従来の今昔物語集研究では、諸本は今昔物語
集の源にたどりつく為の校訂本として扱わ
れてきた。それ故、諸本それぞれの成立事情
は、さして顧みられることがなかった。しか
し、２８巻もの大部の巻の書物を丁寧に写す
作業には、なんらかの強固な意図があるはず
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である。それら一本一本の成立事情を丁寧に
たどっていくことは、今昔物語集の近世的価
値を考えるうえで重要である。今昔物語集の
幾本かは大名家所蔵のものもあり、大名家に
何故今昔物語集が必要とされたのかという
問題も浮上する。従来、今昔物語集の受容は、
中世における興福寺内の仏法部の巻の書写
がよく知られている。寺院で書写され、伝え
られたと考えられる今昔物語集の仏法部以
外の巻がどのような形で書写されてきたの
か考えることは近代に発見された今昔物語
集の「野生の美」という価値と中世の仏教的
価値の間をつなぐもう一つの価値を発見す
るということである。従来、伴信友と今昔物
語集については酒井憲二氏によって論じら
れているが、それは、鈴鹿本に関してのこと
である。それ以後、今昔物語集の諸本につい
ての考察はなされていない。諸本の事情と本
文の違いを丁寧に調査していくことで、今昔
物語集享受史の空白部分を埋めること、それ
が本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
今昔物語集の諸本は、鈴鹿本（現京都大学所
蔵）にその源を発するとされているが、鈴鹿
本は、巻二、五、九、十、十二、十七、二七、
二九の巻しかなく、それ以外は、別の諸本の
脱落の少ない本によって補うしかない。流布
本でしか補えない巻もいくつか存在する。こ
れらの流布本系諸本が江戸時代に各所で書
写された事情を明らかにすることによって、
今昔物語集がどのような意味をもって享受
されたのか考えたい。具体的には、最近、私
が発見した彦根城博物館所蔵本今昔物語集
が内閣文庫本Ｂに極めて近い古本から流布
本に移行する中間形態をもっていることか
ら、未紹介本今昔物語集の紙焼き写真に基づ
き、旧日本古典文学大系『今昔物語集』、新
日本古典文学大系『今昔物語集』の解説と頭
注を基に諸本との比較を行った。その際、未
紹介本今昔物語集の本文上の位置づけを明
らかにする為に、巻一から巻三一までのコン
ピュータに本文と校異を入力する作業を行
い、わかりやすく表にまとめる作業を行った。
未紹介本今昔物語集に形態上、最も近いと思
われる内閣文庫本Ｂを所持する東京国立公
文書館に行き、現物を熟覧し、必要な部分に
ついて紙焼き写真を手に入れた。奥書につい
て、これまで活字で見てきたものと相違がな
いか確認を行った。岩瀬文庫本今昔物語集を
所持する西尾市岩瀬文庫に行き、熟覧の上、
紙焼き写真を購入した。また、蓬左文庫本今
昔物語集を所持する名古屋市蓬左文庫に行
き、紙焼き写真を購入した。その上で、未紹
介本今昔物語集本文について、調査し、分析
を行った。 

 
４．研究成果 
 
本研究は、今昔物語集の諸本が書写された

環境を具体的に明らかにし、その享受の様

相を解明しようとしたものであり、その結

果は次のようなものである。 
『今昔物語』巻一の本文の異同を見ると、

彦根城博物館所蔵『今昔物語』と同じ表現

を多くもつのは内閣文庫本ＡＢＣと東大本

乙である。中でも内閣文庫本Ｂは、彦根城

博物館本とのみ一致する箇所が多い。しか

しながら、旧日本古典文学大系の底本であ

る東大本甲や東北大本、野村本とのみ一致

する箇所もあり、彦根城博物館所蔵『今昔

物語』は、流布本系諸本（内閣文庫本ＡＢ

Ｃ、東大本乙）と古本系諸本（東大本甲、

東北大本、野村本）の間の状態を有する希

有な本であるということがいえる。それは、

彦根城博物館所蔵『今昔物語』が古本系諸

本と流布本系諸本の間をつなぐ本であると

いうことであり、『今昔物語集』がどのよう

に流布していったかという謎を解く鍵がこ

の本にあるということでもある。『今昔物

語』巻二の本文の異同を見ると、彦根城博

物館所蔵『今昔物語』と同じ表現を多くも

つのは内閣文庫本ＡＢＣと東大本乙である。

中でも内閣文庫本Ｂは、彦根城博物館本と

のみ一致する箇所が多いが、巻二の場合は、

最も古い京都大学本（鈴鹿本）という原本

に近い本が残っているせいか、巻一に見ら

れた古態本系と流布本系の中間に位置する

という特色とは異なる興味深い結果が得ら

れた。巻二においては、古態本系と流布本

系とが整然と分かれ、未紹介本今昔物語集

においても流布本系としての特色を検出す

ることとなった。最古本が与える影響の大

きさが測られ、諸本の流れを整理する上で、

重要な指標が得られた。すなわち、最古本

が存在する巻は、古態本系はその表現が崩

されることなく書写され、最古本が存在し

ない巻は、最古本ではない中間の様態を示

す本の介入により、その表現が崩されたの

ではないかという指標である。従って、巻

二では、未紹介本今昔物語集と古態を残す

とされる東大本甲、東北大本、野村本と一

致する箇所は非常に少ない。先にも述べた

ように、彦根城博物館所蔵『今昔物語』と

一致するのは、流布本系諸本（内閣文庫本



 

 

ＡＢＣ、東大本乙）である。このことは、

古態本と一線を画す流布本の特徴について

全体的に把握する必要があり、古態本が鈴

鹿本をかなり正確に書写しているのに対し、

何故、流布本はそれらとは異なる表記をす

るのか、総合的に検討する必要があること

を示すものである。そこで、『今昔物語』巻

三の本文の異同を見ると、彦根城博物館所

蔵『今昔物語』と同じ表現を多くもつのは

内閣文庫本ＡＢＣと東大本乙である。中で

も内閣文庫本Ｂは、彦根城博物館本とのみ

一致する箇所が多い。巻三の場合に顕著な

傾向として現れるのは、古本系のうちの野

村本との一致度が高いということである。

巻一の分析では、彦根城博物館所蔵『今昔

物語』は、流布本系諸本（内閣文庫本ＡＢ

Ｃ、東大本乙）と古本系諸本（東大本甲、

東北大本、野村本）の間の状態を有する希

有な本であるということを指摘したが、巻

三では、特に、野村本が流布本系と古本系

との狭間で揺れている様を見てとることが

できる。この様態からは、次のことが推測

できる。すなわち、古態本系は、基本的に

は、原本通りに正確に写し取ることを目指

した書物群であるということである。そこ

で、たまたま、出会った書物が流布本系で

あれば、流布本系の表記を引き写すことに

なる。一方、流布本系の場合は、校訂本文

を目指した書物群が含まれる。ただし、彦

根城博物館所蔵『今昔物語』の場合、巻四

において顕著な傾向として現れるのは、古

本系との一致度が高く、内閣文庫本Ｂとの

一致度は低いということであった。それは、

彦根城博物館所蔵『今昔物語』が古本とも

流布本とも巻によって一致することを示し

ており、そこには解明の余地を残すものと

なった。 
以上、江戸末期に多く書写された流布本

系について、未紹介本今昔物語集や古本系

でありながら流布本系に変容しつつある本

を視野に入れつつ、総合的にその営みの意

味について考察した。その結果、校訂を目

指す諸本と忠実に写すことを目的とする諸

本の二様が存在し、それらが古い形態と新

しい形態を混在させる要因になっているこ

とが判明した。また、現在の諸本の原本と

みなされる鈴鹿本の残る巻では、あまり全

巻にゆれがみられないことなどが明らかと

なった。 
また、現在、岩瀬文庫に伝わる『今昔物

語集』は、元々、羽田八幡宮が有していた

ものであることがその印から知られる。現

在、それらの書物の一部は、豊橋市の図書

館に羽田文庫として残っている。その羽田

文庫を訪ねてみたところ、目録が存在して

いることが判明した。そこで、羽田文庫の

古目録から、『今昔物語集』がどのような書

物として認識されていたのか考察すること

を目的に調査を行った。その結果、『今昔物

語集』が宗教的なジャンルの中に分類され

るのではなく、物語のジャンルに位置づけ

られていることが判明した。これにより、

今昔物語集がどのような目的で羽田文庫に

入ったのかが解明できた。また、未紹介本

今昔物語集の発見について学会発表を行っ

た際、発表の場でのご教示により、未紹介

本今昔物語集に押された印が青山文庫のも

のであることが判明し、青山文庫と彦根藩

学問所とのつながりが浮上した。これは、

今昔物語集の諸本のルートをたどる上で重

要な知見である。未紹介本今昔物語集と岩

瀬文庫本今昔物語集は漢字の使い方などの

表現が比較的近い関係にあり、今昔物語集

の本を有する近世の文庫間のネットワーク

の在りようが少しではあるが解明された。 
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